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１．研究計画の概要 

 本研究では、多数の HIV 感染者を抱える

タイ国を調査地として、抗 HIV 多剤併用療

法（HAART）を受ける HIV 感染者を対象に、

(1)症状改善による生活習慣や性行動の変化

やこれらに関連しうる要因を追跡調査する。

(2)それらに対応した生活支援や感染予防教

育のあり方を検討する。このような資料は、

同国における長期的な HIV/AIDS 対策の政

策立案に資するとともに、日本の途上国に対

する HIV/AIDS 対策支援の立案に資するも

のと考えられる。 

 

２．研究の進捗状況 

(1) タイ国東北部コンケンを調査地として、

抗HIV 多剤併用療法を受ける HIV感染者を

対象に、属性や種々の症状、性行動、生活習

慣などについてインタビュー調査と自記式

質問票を用いて、ベースライン調査及び２回

の追跡調査（計３回の調査）を実施する計画

である。本研究では倫理的配慮などに基づい

て、対照群（非治療群）を設定しない。対象

者を追跡調査することにより、属性や社会経

済的要因、カウンセリングの内容、健康状態

の変化、性行動の変化、安全な性行動の頻度

などの相互の関連を中心に分析する。 

(2) 初年度及び第２年度は、当該研究を実施

するための調査地における研究体制の構築

と対象群の人数確保に向けたスクリーニン

グ等を実施した。また、対象病院を管轄する

タイ国保健省ならびに研究代表者の所属施

設に研究倫理申請を行って承認を得た。また、

抗 HIV 多剤併用療法を受ける HIV 感染者の

性行動等に関する研究のレビューを実施し

た。 

(3) 第３年度は、調査協力の得られた保健省

立病院 20 箇所において、ベースライン調査

を実施した。調査対象者は、2009 年 1 月以

降に抗 HIV 多剤併用療法を開始した 18 歳以

上 50 歳未満の者である。総数で 327 人（男

性 171 人、女性 156 人）について調査を実施

した。327 人中 151 人が、調査前 3 ヶ月間に

性行為をしたと回答した。調査結果から、安

全な性行動に関連する要因について分析を

行った結果、安全な性行動と関連する要因と

して、「UC 以外の医療保険に加入」、「友人に

HIV 感染を伝えていない」、「NGO からの支

援を受けていない」などが挙げられた。また、

２回目の調査（追跡調査）についても着手し

たところである。 
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３．現在までの達成度 

①やや遅れている。 

（理由） 

 調査協力機関と対象者の人数を確保する

ための研究協力体制の構築に時間を要した

ため、ベースライン調査の実施が当初の計画

より半年程度遅れたが、ベースライン調査は

終了し、研究計画で想定した対象人数につい

て調査を完了した。すでに２回目の調査（追

跡調査）を開始しているので、計画期間中に

予定した３回の調査と調査結果のまとめは

可能である。 

 

４．今後の研究の推進方策 

 第４年度（２０１１年度）の前半には、２

回目の追跡調査を終える。同年度後半には３

回目の追跡調査を開始し、最終年度（２０１

２年度）の前半には予定したすべての調査を

終了する。３回の調査結果の詳細な分析から、

性行動の頻度の変化や安全な性行為の関連

要因について検討を行って報告書をまとめ

る予定である。 

 

５. 代表的な研究成果 

（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に

は下線） 
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